
公開講座

富山別院(東別院) 富山市総曲輪2丁目8-29 TEL:076(421)3272

２０２５年

５月１０ 日
開演14時 受付開始30分前

（講座は約2時間を予定しています）

聴講料：５００円

（土）

第6回



富山別院のおもな年中法要・行事

1月1日 初参り・初鐘の集い 【修正会】

1月15日 富山別院開基厳如上人御忌法要

3月 春季彼岸会 ※春分の日を中日とし、前後3日間

7月29日
～31日

暁天講座

8月1日
戦死・戦災死者追弔法要兼申経法要
「八・一法要」

9月 秋季彼岸会 ※秋分の日を中日とし、前後3日間

10月6日
～8日

富山別院報恩講

11月27日
～28日

宗祖親鸞聖人御正忌法要「ご満さん」

毎月15日 開基上人御命日 定例法座

❀ 講師からのメッセージ ❀

みなさん、『歎異抄』という書をご存知でしょうか。

『歎異抄』は、親鸞から直接教えをうけた者が書いた書物です。内容は、前半が親鸞生前の

語録、後半は異なる解釈を是正しようとする論述になっています。筆者は河和田の唯円だと

考えられています。

この書物は、多くの近代知識人たちを魅了してきました。たとえば西田幾多郎は、関東大

震災で被災し家が全壊したとき、「自分は『臨済録』と『歎異抄』さえあれば生きていけ

る」と周囲に語ったそうです。ほかにも、司馬遼太郎や吉本隆明、遠藤周作や梅原猛など、

『歎異抄』に惚れこんだ人は数知れません。

『歎異抄』を読んでみると、当時「自分の信者を囲い込んだり」「信者から金品を要求した

り」「他の宗教・宗派の人と争ったり」した人たちもいたことがわかります。それに対して、

「みんな如来の弟子なのだから、自分の弟子だなどと囲い込んだりしてはいけない。出入り

は自由であるべきだ」「金品の寄付の要求は厳しく諫められるべきである」「他派との対話

につとめねばならない」といった内容が述べられています。現代のカルト教団問題にも通じ

る話ですね。

今回は、この『歎異抄』をご一緒に読みながら、成立背景や特徴的な内容についてお話し

ていきます。

【交通／アクセス】
JR線「富山駅」南口より
徒歩 15分
車   5分

※駐車場には限りがございます。
満車時お近くの有料駐車場を
ご利用ください。
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